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「きずな強化プロジェクト」への参加
ここ数年で経験した忘れられない国際交流事
業といえば、間違いなく東日本大震災後の「キ
ズナ強化プロジェクト」を挙げたい。これは外
務省が「日本の復興の姿や日本各地の魅力を海
外へ発信し、日本への風評払拭の一助とするた
めに行ったプロジェクト」で、宇都宮大学がこ
のプログラムの一部を実施したものである。
本学の学生ボランティア支援教員であること
から、シンガポール（2012 年 12 月 19 日）、ミャ
ンマー（13 年 3 月 1 日）、東ティモール（同年
3 月 5 日）といった東南アジアの 3 カ国の学生
と交流する機会を得た。いずれの交流会でも本
学の学生が「3.11 震災復興支援学生ボランティ
ア報告会」と題して、被災者支援活動について
説明を行い、その後、グループディスカッショ
ンを行った。そこで以下、その際に最も印象深
かった二つの経験について、思い出すままに記
してみよう。
いきなりの英語スピーチに緊張
一つはいずれの交流会でも冒頭の挨拶を任さ
れた経験である。シンガポールの学生 49 名と
の交流会では、事前の心の準備もないまま英語
でのスピーチを迫られ、非常に緊張した。
これまで 2 冊、いずれも日本を対象としたス
ポーツ政策と地方分権をテーマに英語で四苦
八苦して書いた共著はある。1990 年代半ばに
はロンドンを拠点にスポーツ、博物館、美術
館、図書館といった文化政策領域の研究に従事
した経験や、その後もオーストラリアのスポー
ツ政策研究など、現地で複数年にわたってイン
タビュを行った経験もある。そうならば何も困
ることはないだろうと思われるかもしれない
が、正式な場でのスピーチとなると決して場数
を踏んでいるわけではなく、躊躇してしまった
のだ。
反応に勇気をもらって
それでも途方に暮れたままでは何も変わらな
い。苦し紛れに「キズナ」という言葉について
知っているか問いかけてみた。すると、ほとん
どのシンガポール学生がいっせいに「イエス」
と答えたのである。この反応が非常に嬉しく、
その後は、今回の交流会は自分にとっても初め
ての経験だし、シンガポールと本学の学生に
とってもなかなかこのような機会は得られない
のでとても楽しみにしている。復興に向けて皆
で知恵を出し合っていきたい。同時にぜひ限ら
れた時間でこの栃木県、そして宇都宮を見ても
らい、いろいろと吸収していってもらいたい、
といったようなことを述べた。
グループディスカッションで印象に残ったの
は、シンガポールの学生が欧米的な雰囲気を
醸し出していた点である。おとなしい、はに
かむ、謙虚といった風情ではなく、とにかく
自分の考えを堂々と力強く主張するといった
イメージであった。また、何となく大都市の
洗練された雰囲気を醸し出しているのである。
シンガポールという都市国家の一面を見る思い
がした。
スピーチ原稿に心を込めて
ミャンマーの学生 46 名との交流会では、事
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6 
前に冒頭挨拶用のメモペーパーを準備した。今
度は日本語で書けば、それをビルマ語に通訳し
てくれるスタッフがいる心強さがあった。俄か
勉強ではあったが、とにかく心を込めて書くこ
とを心掛けた。不思議にも負担感はなかった。
むしろ、一期一会とでも言おうか、このような
機会は二度とないかもしれないと、１ページ弱
の挨拶用のメモを作った。多少長くなるもの
の、以下、その文章を全文紹介したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜ミャンマー学生への中村祐司スピーチ原稿＞
（2013 年 3 月 1 日）
ミャンマーの学生の皆さん。はじめまして！
（トゥエヤダ　ワンター　バーデー　＊ビル
マ語）。
本日は宇都宮大学にようこそ来てくださいま
した。こうして皆さんとお会いできたことを大
変嬉しく思います。
日頃、大学教員として学生（若者）と接する
機会が比較的多いものの、その多くは日本人で
す。また、宇都宮大学で学ぶ留学生は約 300 人
いて、出身国は多彩です。アジア 14 カ国、ア
フリカ 3 カ国、ヨーロッパ 6 カ国、北米（北ア
メリカ）1 カ国、南米（南アメリカ）2 カ国です。
しかし、私が日常的に接する留学生の多くは圧
倒的に中国からの留学生が多いです。
そのなかにミャンマー出身の学部学生も一人
います。しかし、私にとっては今日こうして皆
さんと直接向き合うのは生まれて初めての経験
で、これから短い時間ではありますが、一緒に
直接話しを交わすことができることをとても嬉
しくかつ光栄に思います。
皆さん、日本に来られた印象はいかがでした
でしょうか。島国である日本とは対照的に、イ
ンドシナ半島西部に位置するミャンマーは、中
国、ラオス、タイ、バングラデシュ、インドと
国境を接していることを知りました。また、こ
れも日本とは異なり多民族国家であると聞いて
おります。その歴史においてもイギリス統治時
代（第二次世界大戦の 1942 年には日本がビル
マを占領）、独立時代、軍事政権時代、選挙と
民主化の到来といった「苦難」の歩みを経て今
日に至っているものと思われます。災害におい
ても 2008 年 5 月にはミャンマー南部をサイク
ロンが襲いました。
歴史の歩みこそ異なるにせよ、2011 年 3 月
11 日の東日本大震災は日本にも「苦難」をも
たらしました。
しかし、苦難は希望に変えることができるは
ずです。そして希望を担う主役はその国を将来
支える若者なのです。ミャンマーの若者は他国
の人々との「絆（きずな）」を築くことの大切
さをどの国よりも強く歴史から学んでいるはず
です。日本の若者は 2 年前の大震災から、震災
がなければ決して思わなかったような、震災が
なければ決して行動しなかったような「絆」を
自分の経験・体験として学んでいるし、実践し
ています。
本日の交流の機会はミャンマーと日本という
国家・政府による力によるものです。しかし、
こうした器（うつわ）を豊かなものにするかど
うかは、私たち一人一人、若い世代の皆さん方
の、まさに草の根の交流に掛かっているのでは
ないでしょうか。私も参加させてもらいます。
よろしくお願いします。どうもありがとうござ
いました（チェーズー　ティンバーデェー　キ
ンビャー。ce（H）zu（H）tin（L）ba（L）dE（L）. 
ありがとうの意）。
反応に勇気をもらって
自信はなかったが思い切ってミャンマーの学
生にビルマ語の挨拶をしたところ、とても嬉し
そうにビルマ語で返してくれた。また、それ以
外の内容についても、真剣なまなざしで耳を傾
けてくれた。あくまでも言語の違いはコミュニ
ケーション・ツールの違いに過ぎないのだと実
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感した。
そこで、この経験を 4 日後の東ティモール学
生 43 名との交流会冒頭のスピーチでも生かそ
うと考えた。その国の言語で一言でも挨拶しよ
うと決意し、また、東ティモールの歴史を少し
でも折り込み、それと日本とを結ぶキーワード
に「苦難」を設定して、スピーチ原稿を作成した。
シンガポール学生との交流会の文章と重複す
る箇所もかなりあるものの、全体の流れと文意
を重視し、敢えて全文を以下に掲載する。
＜東ティモール学生への中村祐司スピーチ原稿＞
（2013 年 3 月 5 日）
東ティモールの学生の皆さん。こんにちは！
（ボタールデ Botarde. ＊テトゥン語）。
本日は宇都宮大学にようこそ来てくださいま
した。こうして皆さんとお会いできたことを大
変嬉しく思います。
日頃、大学教員として学生（若者）と接する
機会が比較的多いものの、その多くは日本人で
す。また、宇都宮大学で学ぶ留学生は約 300 人
いて、出身国は多彩です。アジア 14 カ国、ア
フリカ 3 カ国、ヨーロッパ 6 カ国、北米（北ア
メリカ）1 カ国、南米（南アメリカ）2 カ国です。
しかし、私が日常的に接する留学生の多くは圧
倒的に中国からの留学生が多いです。
そのなかに東ティモール出身の学生はおりま
せん。だからこそ私にとっては今日こうして皆
さんと直接向き合うのは生まれて初めての経験
で、これから短い時間ではありますが、一緒に
直接話しを交わすことができることをとても嬉
しくかつ光栄に思います。
皆さん、日本に来られた印象はいかがでした
でしょうか。島国であるという点では日本と何
となく似ているという風に感じましたか？しか
し、その歴史においてポルトガルやオランダに
よる領有、第二次世界大戦における日本の占
領、インドネシア占領、そして、2002 年 5 月
の独立国家誕生といった具合に「苦難」の歩み
を経て今日に至っているものと思われます。
歴史の歩みこそ異なるにせよ、2011 年 3 月
11 日の東日本大震災は日本にも「苦難」をも
たらしました。
しかし、苦難は希望に変えることができるは
ずです。そして希望を担う主役はその国を将来
支える若者なのです。東ティモールの若者は他
国の人々との「絆（きずな）」を築くことの大
切さをどの国よりも強く歴史から学んでいるは
ずです。日本の若者は 2 年前の大震災から、震
災がなければ決して思わなかったような、震災
がなければ決して行動しなかったような「絆」
を自分の経験・体験として学んでいるし、実践
しています。
本日の交流の機会は東ティモールと日本とい
う国家・政府による力によるものです。しか
し、こうした器（うつわ）を豊かなものにする
かどうかは、私たち一人一人、若い世代の皆さ
ん方の、まさに草の根の交流に掛かっているの
ではないでしょうか。私も参加させてもらいま
す。よろしくお願いします。
どうもありがとうございました。（オブリガー
ドゥ。　OBRIGADO. ありがとうの意）。　
生涯初の記念撮影ラッシュ
スピーチをきっかけにした 3 カ国の若者との
ふれあいは、自分にとって忘れられない出来事
かつ収穫であった。グループ・ディスカッショ
ンでミャンマーと東ティモールの学生に共通し
ていたのは、自分たちが希望する分野での国づ
くりのトップ・リーダーになるという熱い志で
あった。諦観している部分が何もないのであ
る。そこには国家や人間というものに真正面か
ら向き合う姿があった。
もう一つ、忘れられない出来事があった。
東ティモールの学生の感謝の挨拶が終わった後
の別れの場面で、何と初めて記念撮影ラッシュ
8 
を経験したことである。3 人ないし 4 人ぐらい
が私を取り囲み、笑いながら次々に入れ替わり
ながらどんどん写真を撮ろうとする。それも両
隣の若者が私の両腕にしがみつくようにして
････。
当初はそれほど冒頭のスピーチに感動してく
れたのかなと勝手に勘違いしていたのだが、
その原因は被写体の魅力ではなく、プレゼント
として送られた東ティモールの伝統織物にあっ
た。それを私が首に掛けたので彼ら彼女らはそ
れを中心に記念写真を撮りたがったのだ、と今
となっては推測している。
それにしてもあの 10 数分のひとときは至福
の時であった。それは男女にかかわらず、人と
人との距離感など無視した、心からの笑顔と喜
びの満ちた一瞬のふれあい、その意味でまさに
多文化共生空間であった。
国際交流と一口にいっても、その実践が生
易しいものではないとは分かっているつもり
だ。国際交流は観念ではなく実践なのである。
それも地を這うような。
とくにミャンマーや東ティモールの若者たち
が置かれた状況の「苦難」は、日本や先進国の
若者のそれとは次元の違うものであろう。しか
し、国家であろうと政府であろうと、そして社
会であろうと、それらは個の人間の集まりから
なる。個の力が組織の力となって、それがさら
にネットワークを形成し、国や政府さらには国
際組織の力につながっていくのである。
彼ら彼女らはこれから数々の成功にも失敗に
も直面するであろう。自分には書くという行為
を通じてエールを送ることしかできないが、シ
ンガポール、ミャンマー、東ティモールの若者
たちと直にふれあえたこの経験を忘れることは
決してないと思う。
